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　建築科１年生の中村桂聖（けいしょ

う）さんは、県内就職を希望している。

交流会を経て、「思っていたより業務

が多岐にわたることを知った。将来は

図面を引きたいと考えている。いつか

自分で設計した個人住宅を手掛けてみ

たいです。在学中に取れる資格は取っ

ておこうと思います」と意気込みを

語った。

　昨年３月に鹿屋工業高校を卒業し、

久徳建設に就職した山口廣乃心（ひろ

のしん）氏も参加。現在、上司の下で

設計や見積もりなどに携わる。後輩た

ちの前で「相手の要望を聞いて、ゼロ

からつくっていくことが楽しい」、ま

た、「一人でお客さまとやり取りでき

るように頑張りたい」と目標を話した。
委 威
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第一工業大学　１年
自然環境工学科

杉本　侑弥 さん

　
「
い
ろ
ん
な
見
方
を
し

て
み
る
」
。
日
ご
ろ
か
ら

心
掛
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

高
校
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん

だ
私
は
、
「
同
じ
赤
」
で

も
見
る
人
や
角
度
に
よ
っ

て
違
う
感
じ
方
・
読
み
取

り
方
が
あ
る
と
知
り
ま
し

た
。

　
自
然
環
境
工
学
科
で
土

木
に
触
れ
た
の
は
、
高
校

で
学
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
の
見

方
を
一
歩
下
が
っ
て
見
直

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

デ
ザ
イ
ン
は
単
純
に
絵
や

模
様
を
指
す
の
で
は
な
く
、

橋
や
道
路
、
は
た
ま
た
人

生
を
計
画
す
る
こ
と
も
含

み
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
と

違
っ
た
視
点
か
ら
学
び
、

「
人
と
自
然
が
共
存
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
た
い
」

と
今
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
大
学
生
活
が
始
ま
っ
た

の
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
５
月
か
ら
で
し
た
。
大

半
の
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン

と
な
り
、
慣
れ
な
い
環
境

下
で
製
図
の
実
習
や
環
境

等
の
座
学
な
ど
を
学
ん
で

い
ま
す
。
な
か
な
か
大
学

に
出
向
く
機
会
が
な
い
の

で
す
が
、
交
通
費
や
食
費

が
浮
き
、
家
事
を
手
伝
い

な
が
ら
自
習
す
る
な
ど
私

生
活
に
余
裕
を
持
っ
て
大

学
生
活
と
向
き
合
え
て
い

る
気
が
し
ま
す
。

　
土
木
を
学
び
始
め
、
気

に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た

橋
の
工
夫
や
自
宅
で
何
気

な
く
使
っ
て
い
た
水
道
な

ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
が
急
に
存
在
感
を
放
っ

て
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
や
テ
レ
ワ
ー

ク
が
急
増
し
ま
し
た
。
土

木
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
環
境
に
適
応
で
き
る

デ
ザ
イ
ン
が
大
切
。
将
来
、

そ
れ
を
社
会
の
役
に
立
つ

形
で
表
現
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
生
活
様
式
の
中
で

学
び
な
が
ら
柔
軟
に
対
応

で
き
る
力
を
高
め
た
い
で

す
。
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い
ち
き
串
木
野
市
は
こ
の

ほ
ど
、
同
市
の
ホ
テ
ル
ア
ク

シ
ア
く
し
き
の
で
高
校
生
の

た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
を

開
い
た
。
建
設
業
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
市
内

社
が

参
加
。
串
木
野
高
校
１
・
２

年
生
約

人
に
対
し
、
地
元

で
働
く
魅
力
を
発
信
し
た
。

　
同
市
で
は
、
市
内
の
高
校

生
に
対
し
、
地
元
企
業
へ
の

就
職
促
進
等
に
つ
な
げ
よ
う

と
毎
年
実
施
し
、
今
回
で
５

回
目
。
濱
田
酒
造
な
ど
の
製

造
業
や
い
ち
き
串
木
野
商
工

会
議
所
な
ど
の
団
体
の
ほ
か
、

建
設
業
関
係
で
は
国
料
建
設

が
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。

　
説
明
会
で
は
、
生
徒
が
事

前
に
希
望
し
た
３
社
と
会
場

で
興
味
を
持
っ
た
２
社
の
合

計
５
社
の
説
明
を

聞
い
た
。

　
国
料
建
設
で
は
、

國
料
修
兵
社
長
が

会
社
の
概
要
や
取

り
組
み
を
説
明
＝

写
真
＝
。
話
を
聞

い
た
１
年
生
の
神

山
奈
々
さ
ん
は

「
イ
ン
テ
リ
ア
が

好
き
で
建
設
業
に

つ
い
て
知
り
た

か
っ
た
。
社
員
を

大
切
に
し
て
、
家

族
と
の
時
間
を
考

え
、
会
社
利
益
だ

け
で
な
く
、
人
に

向
き
合
っ
た
会
社
だ
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
た
。

　
國
料
社
長
は
「
地
域
で
頑

張
っ
て
い
る
企
業
が
あ
る
こ

と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
地

元
企
業
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

が
あ
る
。
も
っ
と
地
域
に
目

を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。
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座学や実技など貴重な体験をした

学生ら＝鹿屋市の鹿屋工業高校
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中村桂聖さん

山口廣乃心氏

　
県
建
築
協
会
青
年
部
会
（
宇

都
孝
洋
部
会
長
）
の
学
生
交
流

会
が
８
日
、
鹿
屋
市
の
鹿
屋
工

業
高
校
で
あ
っ
た
。
学
生
ら
は

建
物
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
や

現
場
監
督
の
業
務
を
学
ん
だ
ほ

か
、
墨
出
し
や
さ
し
が
ね
の
使

い
方
な
ど
建
築
の
魅
力
に
触
れ

た
。

　
交
流
会
で
は
建
築
科
１
年
生


人
が
出
席
。
吉
留
祐
介
氏

（
久
徳
建
設
）
が
「
建
築
し
よ

う
よ
！
」
と
題
し
、
建
築
に
携

わ
る
専
門
業
の
紹
介
や
建
物
が

で
き
上
が
る
ま
で
の
過
程
、
現

場
監
督
の
業
務
内
容
を
説
明
し

た
。
そ
の
中
で
、
「
多
く
の
人

た
ち
の
手
で
協
力
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
技
術
で
つ

く
り
あ
げ
る
」
と
魅
力
を
伝
え

た
。

　
施
工
体
験
で
は
、
久
徳
建
設

の
現
場
担
当
者
や
青
年
部
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
木
材
継
ぎ
手
の
紹

介
、
墨
出
し
や
さ
し
が
ね
の
使

い
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
学
生
は
、

実
際
に
墨
出
し
や
直
角
の
出
し

方
な
ど
指
導
を
受
け
な
が
ら
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
高
山
典
作
先
生
は
「
幅
広
い

業
種
で
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
づ

ら
か
っ
た
り
、
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
分
か
ら
な
い
部
分
が

多
い
。
こ
う
し
た
機
会
は
あ
り

が
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
宇
都
部
会
長
（
宇
都
組
）
は

「
魅
力
を
知
っ
て
、
し
っ
か
り

勉
強
を
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

将
来
の
就
職
活
動
の
参
考
に
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
語
っ
た
。
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霧
島
市
は

日
午
前

時

か
ら
、
同
市
の
国
分
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
高
校
生
の
た

め
の
合
同
企
業
説
明
会
を
開

く
。
参
加
費
無
料
。
事
前
申

し
込
み
は
不
要
。

　
会
場
に
は
市
内
の
企
業


社
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
仕
事

内
容
や
そ
の
魅
力
な
ど
を
紹

介
。
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
が

参
加
で
き
る
。

　
協
力
団
体
は
、
霧
島
商
工

会
議
所
や
霧
島
市
商
工
会
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
国
分
。
開
催

に
当
た
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
、
状
況
に
よ
っ
て

中
止
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
振

興
課
（
☎
０
９
９
５
・
４
５
・

５
１
１
１
、
内
線
２
５
６
１
）

ま
で
。

　
参
加
企
業
（
関
係
分
）
は

次
の
通
り
。

　
コ
ー
ア
ガ
ス
日
本
　
国
分

電
機
　
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ

ー
　
薩
摩
鉄
筋
工
業
　
さ
つ

ま
フ
ァ
イ
ン
ウ
ッ
ド
　
土
佐

屋
　
図
南
木
材
　
西
村
　
山

一
建
設
　
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ

モ
ア

　
総
務
省
が
行
っ
た
労
働
力

調
査
（
２
０
２
０
年
平
均
、

速
報
値
）
に
よ
る
と
、
建
設

業
の
就
業
者
数
は
前
年
比

１
・
４
％
減
の
４
９
２
万
人

と
な
り
、
２
年
連
続
で
減
少

し
た
。
実
数
で
は
７
万
人
が

減
少
し
、

年
以
来
の
減
少

幅
と
な
っ
た
。
全
産
業
の
就

業
者
数
は
８
年
ぶ
り
に
減
少

に
転
じ
、
完
全
失
業
率
は


年
ぶ
り
に
上
昇
し
た
。

　
建
設
業
の
就
業
者
の
う
ち
、

男
性
は
５
万
人
（
１
・
２
％
）

減
の
４
１
０
万
人
。
女
性
は

２
万
人
（
２
・
４
％
）
減
の


万
人
で
、
減
少
率
は
女
性

の
方
が
大
き
か
っ
た
。

　
建
設
業
の
就
業
者
の
う
ち
、

雇
用
者
数
は
７
万
人
（
１
・

７
％
）
減
の
４
０
２
万
人

だ
っ
た
。
男
性
は
５
万
人

（
１
・
５
％
）
減
の
３
２
９
万

人
、
女
性
は
２
万
人
（
２
・

７
％
）
減
の

万
人
。

　

年
平
均
の
全
産
業
の
就

業
者
数
は
、
過
去
最
多
を
記

録
し
た
前
年
か
ら

万
人

（
０
・
７
％
）
減
少
し
、
６

６
７
６
万
人
と
な
っ
た
。
減

少
に
転
じ
る
の
は
８
年
ぶ
り
。

男
性
は

万
人
（
０
・
６
％
）

減
の
３
７
０
９
万
人
、
女
性

は

万
人
（
０
・
８
％
）
減

の
２
９
６
８
万
人
。
建
設
業

の
減
少
幅
は
全
産
業
の
平
均

よ
り
も
大
き
か
っ
た
。

　
年
齢
階
級
別
に
全
産
業
の

就
業
者
数
を
見
る
と
、

歳

以
上
が

万
人
（
１
・
６
％
）

増
の
９
０
６
万
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

歳
以
上
の
人
口
に
占
め

る
労
働
力
人
口
の
割
合
は

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の

・

０
％
と
な
り
、
８
年
ぶ
り
に

低
下
し
た
。
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